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第12回 江別市かわまちづくり勉強会

令和5年2⽉21⽇

江別市



1 本⽇の内容

1. 前回勉強会の振り返り等

2. かわまちづくりに関連した取組み

3. 意⾒交換

4. その他



2 第11回勉強会の議事内容等
第11回 江別市かわまちづくり勉強会
⽇時︓令和4年12⽉8⽇（⽔）18:00〜20:30
1. 議題

・これまでの意⾒を踏まえた取組イメージ
・かわまちづくりロードマップ
・かわまちづくりに関する取組み（北海道情報⼤藤本ゼミ）
・旧岡⽥倉庫（外輪船）の現状と利活⽤状況
・旧岡⽥倉庫（外輪船）周辺の整備・景観イメージ

2. かわまちづくりに関する意⾒交換
・旧岡⽥倉庫（外輪船）や周辺の整備・利活⽤⽅法

「旧岡⽥倉庫等の整備・利活⽤の具体化と運営体制
・・・どう使う︖どうやってマネジメントする︖」

・かわまちづくりでやってみたいこと
「前回の勉強会を踏まえ、かわまちづくりでやってみたい

こと・・・どうやる︖どうやってマネジメントする︖」



3 第11回勉強会での主な意⾒
＜旧岡⽥倉庫（外輪船）や周辺の整備・利活⽤⽅法について

「どう使う︖」 「どうやってマネジメントする︖」＞
・旧岡⽥倉庫の移転先の前のスペースにベンチやテーブルを置いて、おいしいコーヒーと

か飲めるといいかもしれない。
・レンガやうだつといった歴史的資源もそこに⾒えるような形にして、歴史性も踏まえた

上で新しいストリートや広場等を作っていくとよい。
・⼤学⽣が活動できる場所が条丁⽬地区にはないので、例えば、⼤学⽣が企画して、試⾏

的に常設または半常設で市場として使ってみるのもありだと思う。
・旧岡⽥倉庫をママ友が集まるようなカフェや、地域の⼈達が交流できる場所にしていき

たい。
＜かわまちづくりでやってみたいことについて

「どうやる︖」 「どうやってマネジメントする︖」＞
・⽯狩川合流点の⾼⽔敷をキャンプフィールドやグランピングサイトにして、常設のテン

トやピザ窯も設置して、都市の中でもアウトドアを楽しめるような場所にしたい。
・JR江別駅や神社、蔦屋書店等と川をしっかり繋いで、この街全体の価値を挙げていくの

がとても⼤事だと思う。
・千歳川を使った通勤について、通勤⼿段としての可能性を検証する社会実験ができれば

よいと思う。
・堤防だけでなく、JR江別駅や江別神社等の拠点施設をライトアップして繋げるといった

地域の賑わいを⾒せる取組みも良いと思う。



4 ⻑期的なかわまちづくりロードマップ
内容 R4 R5 R6 R7 R8 R9

かわまちづくり
協議会・勉強会

旧岡⽥倉庫（外輪船）
移設

⽔辺整備
（千歳川左岸堤防）

⽔辺整備
（⽯狩川合流点⾼⽔敷）

条丁⽬地区施設整備
（拠点整備、多⽬的広場、駐
⾞場、街灯・照明、⽔道・電
気施設、周遊コース、案内看
板）

整備設計

調査・設計・解体 復元⼯事

整備設計

整備設計

倉庫運営開始

整備⽅針等の決定、管理運営⽅法・組織体制の検討

組織準備・試⾏運⽤ 組織本格運⽤



5 今年度のかわまちづくりロードマップ
かわまちづくり協議会 かわまちづくり勉強会 その他

6⽉ 第9回（6/30）
・⼤川通地区の現地視察
・対岸側河川空間の利活⽤に関するGW

（グループワーク）

かわまちづくり
計画申請

7⽉
8⽉ 第7回（8/25）

・計画登録報告
・かわまちづくりの進め⽅の確認

かわまちづくり
計画登録

9⽉ 第10回（9/1）
・対岸側河川空間の整備・利活⽤に関するGW

10⽉ ⽔辺整備に関する
検討・設計

11⽉
12⽉ 第11回（12/8）

・旧岡⽥倉庫（外輪船）の利活⽤⽅法等
に関するGW

1⽉
2⽉ 第12回

・河川空間の利活⽤⽅法等に関するGW

3⽉ 第8回
・旧岡⽥倉庫（外輪船）の利活⽤⽅法等

に関する確認
・管理運営体制＆次年度勉強会の確認



6 かわまちづくりに関連した取組み①

➀バーチャル空間における江別の街並み再現プロジェクト
（北海道情報⼤学 藤本ゼミ）

➁河川空間の利活⽤に関する話題提供
（⽯狩川クルーズ研究会）



7 かわまちづくりに関連した取組み②

③エキテラの実施について（エキテラ実⾏委員会 境さん他）



8 かわまちづくりに関連した取組み③

④エキテラの実施について（堤防模型の制作）

情報大による雪中PK

かわまちの堤防天端



9 かわまちづくりに関連した取組み④

⑤エキテラ・江別かわまちイベント会場来場者数について

江別駅前公園

江別かわまちイベント会場

江別市中央公⺠館
コミュニティセンター
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コミュニティセンター前

⼩学⽣以下 中学⽣以上

合計︓352⼈

推計︓1,572⼈ 推計︓2,016⼈

※江別駅前公園とコミュニティセンター前については、各時間帯の開始20分間の
通⾏⼈数を3倍して1時間当たりの推計値として算出した。



10 本⽇の意⾒交換

＜意⾒交換＞「千歳川河川空間の整備・利活⽤⽅法」

①堤防整備案
➁旧岡⽥倉庫整備案
[意⾒交換の論点]
設計の考え⽅の確認（⽔辺整備、暖房⽅式等）
整備を実施する際に想定される課題（⼼配事は︖）
施設の利活⽤（どう使えそう︖）



11 ⻑期的なかわまちづくりロードマップ
内容 R4 R5 R6 R7 R8 R9

かわまちづくり
協議会・勉強会

旧岡⽥倉庫（外輪船）
移設

⽔辺整備
（千歳川左岸堤防）

⽔辺整備
（⽯狩川合流点⾼⽔敷）

条丁⽬地区施設整備
（拠点整備、多⽬的広場、駐
⾞場、街灯・照明、⽔道・電
気施設、周遊コース、案内看
板）

整備設計

調査・設計・解体 復元⼯事

整備設計

整備設計

倉庫運営開始

整備⽅針等の決定、管理運営⽅法・組織体制の検討

組織準備・試⾏運⽤ 組織本格運⽤

江別河川事務所が実施



12

街灯・照明 【市】

広場、水道・電気施設 【市】

側帯 【国】

多目的広場（イベント） 【市】

階段護岸 【国】

河川管理用通路 【国】

拠点整備 【市】 アクセス通路【国】

植樹

駐車場【市】

高水敷整正 【国】

多目的広場（イベント・キャンプ場） 【市】

アクセス通路【国】

ハード施策内容

※⾚地は河川管理者、⽩地は⾃治体・推進主体の整備区分

外輪船を条丁⽬地区・⼤川通地区における地域観光・まちづくりの拠点に位置づけ、地域の
歴史・⽂化・観光等に関する情報を発信するとともに、市⺠に⽇常的に⽔辺を利⽤してもらい
、⽔辺とまちをつなぐ⼈の流れや河川空間の賑わいを創出するため、江別市条丁⽬地区・⼤川
通地区の⽔辺整備を実施する。

第９回資料



13 ⽔辺とまちづくりに関する基本⽅針
江別市条丁⽬地区・⼤川通地区と千歳川が⼀体となった⽔辺空間の活⽤、条丁⽬地区内の歴

史的建造物の活⽤、周辺地域との連携、条丁⽬地区の歴史・⽂化の発信を推進し、江別港を中
⼼に⾈運で栄えた江別市条丁⽬地区の歴史性を活かした新たな「条丁⽬スタイル」の観光・ま
ちづくりによる賑わいの創出により、条丁⽬地区・⼤川通地区を含む江別市の地域活性化に寄
与することを⽬指す。

【⽬標】
地域に愛され、観光客等の外部の⼈間にとっても魅⼒的な「かわまち」

（⽔辺とまちをつなぐ⼈の流れや河川空間の賑わいの創出）

⾈運で栄えた歴史性を活かした新たな“条丁⽬スタイル”の観光・まちづくり

＜誰のために＞ ＜どこで＞ ＜何をする＞

＋ ＋・条丁⽬地区の住⺠
・⼦育て世代
・条丁⽬地区を愛する⼈
・観光客

・⽔辺空間
・外輪船及び⺟屋
・条丁⽬地区
・周辺地域

・⽔辺の利活⽤
・歴史的建造物の活⽤
・周辺地域との連携
・歴史⽂化の発信

第９回資料



14 第10回勉強会での主な意⾒

＜誰のために＞ ＜どこで＞ ＜何をする＞
条丁⽬地区の住⺠ ⽔辺空間 ⽔辺の利活⽤
⼦育て世代 外輪船及び⺟屋 歴史的建造物の活⽤
条丁⽬地区を愛する⼈ 条丁⽬地区 周辺地域との連携
観光客         等 周辺地域        等 歴史⽂化の発信                           等

事業・アクション 全般 全般 ファンがたくさんいる⼈を招いたイベントの実施
特定の⽇に様々な世代の⼈がふらっと⾏ける敷居の低いイベントの実施
⼤学⽣等の若年層と連携したイベントの実施

⽔辺空間 キャンプの継続的な実施
外輪船及び⺟屋 全道の作家のやきもの作品販売
条丁⽬地区 倉庫解体時に出たレンガを使った作品作り

レンガを使った新年の書道パフォーマンス
周辺地域 キャンプ利⽤時の⽔道トイレ問題や強⾵に対する対策

条丁⽬地区の住⺠ ⽔辺空間 船を利⽤した通勤
⼦どもたち 全般 ⼦どもたちが主体的積極的にかかわっていくイベント

幼稚園と連携したイベントの実施
江別の歴史とレンガを記憶に残していく活動

⽔辺空間 遊べる場所の整備
川の楽しさ、怖さの両⽅を知ることのできる場の整備

⽔辺空間、外輪船及び⺟屋 居場所の整備と⼀体となった⾃然活動
条丁⽬地区 ⼦どもたちが楽しく伸び伸びできるような環境の整備

仕組み・マネジメント 全般 全般 様々な施策が街全体に広がり還元されるシステムの構築
皆が参加できる仕組みとその⺟体となる受け⽫づくり
⼥性団体、国、市、学⽣を中⼼とした多様な主体の繋がり
⼀般へのかわまちづくりの周知

条丁⽬地区の住⺠ 住んでいる⼈が豊かになるような取組みやビジョンの策定
若い⼈・商売をやりたい⼈ 条丁⽬地区 商店街の⼀階店舗を改装して貸し出すシステムの構築

地域に愛され、観光客等の外部の⼈間にとっても魅⼒的な「かわまち」
【かわまちづくりの⽬標】

― ⾈運で栄えた歴史性を活かした新たな“条丁⽬スタイル”の観光まちづくり ―

第１１回資料

アクティビティを誘発する

カスタマイズできる居場所

地域性を持った素材

始まりという歴史を伝える工夫

賑わい創出 条丁目地区の歴史性を活かす

①

②

②

①

④

④

⑤

⑤

③

⑥



15 かわまちづくりレイアウト（案）



16 旧岡⽥倉庫（外輪船）周辺の整備イメージ



17 旧岡⽥倉庫（外輪船）周辺の景観イメージ

旧岡⽥倉庫（外輪船）周辺の⿃瞰



18 旧岡⽥倉庫（外輪船）の内部整備イメージ①



19 旧岡⽥倉庫（外輪船）の内部整備イメージ②



20 旧岡⽥倉庫（外輪船）の内観イメージ



21 旧岡⽥倉庫（外輪船）の外部整備イメージ①



22 旧岡⽥倉庫（外輪船）の外部整備イメージ②



23 旧岡⽥倉庫（外輪船）の暖房⽅式



24 旧岡⽥倉庫（外輪船）の照明配置計画



25 ＜参考＞旧岡⽥倉庫の現状

アートスペース外輪船 旧岡⽥倉庫（外輪船）

旧岡⽥倉庫（外輪船） 旧岡⽥倉庫（外輪船）



26 ＜参考＞旧岡⽥倉庫の利活⽤状況

ミズベのロングマーケット ライブ

外輪船アート展 Nompass フェス



27 かわまちづくりの運営体制（案）

連
携

江別市かわまちづくり協議会

かわまちづくり管理運営組織

河川
管理者

その他
協⼒者

地元企業

外部企業

江別市

条丁⽬地区や社会に対する熱い想いを持って
共に活動する仲間・団体（実働組織）

連
携

連
携

連
携

許
認
可
・
⽀
援

⼤学機関
連
携

エリア全体の構想、外輪船等の運営管理

公的組織 ⺠間団体

他
河川区域都市区域

外輪船・⺟屋隣接施設

活
動
フ
ィ
ー
ル
ド

教育・⽂化・観光事業（収益・⾮収益）

※河川区域内で事業を
実施する場合は占⽤許可が必要

となる場合がある

事務局


